
「広島神楽」定期公演へようこそ！

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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梅 田  翔 太
梅 田  哲 治
石 川  泰 典
脇 本  真 自

浅 原  裕 亮
柏 谷  健 太
大 野  富 紀
日 高  勇 人

小 笹  陽 二
竹 岡  聖 司
沼 田  秋 治
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　大和国・葛城山に古くから住んでいたという土蜘蛛の精魂は、源頼光が重い病になったと聞き、頼光の侍女・胡蝶を取り喰らい
胡蝶の姿へと化身します。
　典薬守からもらい受けた薬を毒薬に替え、頼光に飲ませ襲い掛かろうとした時、胡蝶の正体に気付いた頼光は、枕元にあった源
家の宝刀「膝丸」で斬りつけると土蜘蛛の精魂は手傷を追い、葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光はその太刀を「蜘蛛斬丸」と改めて四天王に授け、葛城山の土蜘蛛征伐を命じます。
　四天王は土蜘蛛の流血のあとを追って葛城山にたどり着き、土蜘蛛の妖術に苦戦しながらも、激闘の末めでたく土蜘蛛を退治
します。

第一幕『葛城山』（かつらぎざん）

　日頃の悪行により天照大神をはじめとする高天原の神々に高天原を追われた素戔鳴尊（スサノウノミコト）は、諸国を放浪し、出
雲の国の斐の川の川上で嘆き悲しんでいる足名椎、奇稲田姫に出会います。その訳を聞いた尊は、奇稲田姫を妻にする事を条件
に大蛇退治を決意し、夫婦に毒酒の用意をさせます。
　すると、群雲ともに大蛇が現れ、毒酒を飲み酔い伏してしまいます。尊は不意を付き、大蛇との壮絶な戦いの末、大蛇を切り裂き
見事大蛇を退治します。その時、大蛇の尾から一振りの剣が表れます。尊はこの剣を「天叢雲剣」（アメノムラクモノツルギ）と名づ
け、天照大神に献上します。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

富士神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　富士神楽団の発足は明治年間、石見神楽矢上系の神楽団から教えて頂いたと伝えられています。
　その後、昭和26年に安芸高田市（美土里町）の神楽団より八調子新舞の教えを受け、「悪狐伝」などを舞い始めました。
　昭和45年には富士神社に神楽を奉納していた、境・茅ヶ原地区の神楽団と合併し、現在の富士神楽団になりました。
　近年では、競演大会、県内各地の奉納神楽、各種イベント、老人ホームなどで披露する機会が増えており、若い団員からベ
テランまで一丸となって「感動ある神楽」を目指し活動しています。

ふじかぐらだん


